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保健医療福祉労働組合協議会の政策的な提言について 

 

立憲民主党におかれましては、働く人の暮らしを守り、雇用と労働条件などの社会保障

制度や経済政策などの課題に取り組んでいることに敬意を称します。 

この度、保健医療福祉労働組合協議会（以下「ヘルスケア労協」という）は、地域住民

の健康を守る医療機関で働く労働者の確保が厳しい状況のなかで、連合が掲げる「働くこ

とを軸とする安心社会」を実現するには、いま現場で働いている労働者が退職することな

く働き続けられる社会を実現するに必要があると考えています。 

よって、ヘルスケア労協は、上記の社会を実現するに必要な提言を下記にまとめました

ので、ご理解とご協力をお願い致します。 

 

記 

 

（１）提言における基本的な背景 

  ①ヘルスケア労協に加盟する公的医療機関の経営状況は、全国公私病院連盟

が公表した「2025年度 病院運営実態分析調査」では、578病院から回答が

寄せられて、19.9％（115病院）が黒字となり、80.1％（463病院）が赤字

であった。 

公立、公的、私的の内訳は下表の通りであるが、全体ではこの 5年で赤字病

院が 10％の増加となっている。 

 
 

  ②政府は、医療従事者の処遇改善として「ベースアップ評価料」を令和６年

度の診療報酬改定で特例的に盛り込んだ。これにより月例賃金はアップし

病院数

令和元年 635 185 29.1% 450 70.9% 280 44.1% 31 11.1% 249 88.9% 190 29.9% 73 38.4% 117 61.6% 165 26.0% 81 49.1% 84 50.9%

令和5年 520 120 23.1% 400 76.9% 203 39.0% 16 7.9% 187 92.1% 180 34.6% 48 26.7% 132 73.3% 137 26.3% 56 40.9% 81 59.1%

令和6年 578 115 19.9% 463 80.1% 255 44.1% 14 5.5% 241 94.5% 186 32.2% 49 26.3% 137 73.7% 137 23.7% 52 38.0% 85 62.0%

私的

病院数 黒字 赤字 黒字病院数 赤字 病院数 黒字 赤字黒字 赤字

総数 自治体 その他公的



た医療従事者もいたが、病院経営が悪化したため、一時金（賞与）は減額

となり、年収ベースでは、賃金改善したとは言い難い報告がヘルスケア労

協に寄せられている。 

 

  ③少子化に伴い人材獲得競争が各産業で起きている。よって、専門的な知識

を時間を懸けて学んでいる医療従事者を従来通りに確保することは年々厳

しさを増しており、いま働いている労働者が働き続けられる環境の整備が

求められている。構成組織が「退職に関する」調査をした結果では、概要

として以下の通り。 

＜退職又は退職を考えたこと＞ 

  ・退職が決まった        4％ 

  ・退職を考えたことがある   62％ 

  ・考えたことがない      34％ 

＜退職を考えた理由＞           【全体】     【30代】 

  ・自分の健康（身体・精神）  10％        7％ 

  ・責任の重さ          8%         7% 

   ・給与への不満         5%             4% 

    ・子育て            4%                10% 

 

（２）ヘルスケア労協における政策的な提言 

１．物価や人件費の高騰等による病院の経営難に対する財政支援 

２．不採算・政策医療や地域でパンデミックや災害に対し拠点となる公的・

公立病院に対する財政支援 

３．医療従事者の人員確保とさらなる賃上げ実現のための診療報酬改定と支

援強化 

４．医療従事者等が持続的に働き続けられるように賃金のみならず、週労働

時間の短縮、人員配置、夜間労働の規制強化等も制度的に構築 

５．地域医療の医療機関（保健所単位）と自治体が事務・管理するレセプト

データを共有できるシステム構築 

６．上記の１.から４．の目標を達成するには、病院の経営的指標である病床

稼働率が70％で損益分岐点となる診療報酬体制の見直し 

 

以上   


